
されての，健康管理方法については，筆者の如  

きがくどくどしくうんぬんする必要がない。然  

しかかる万全なお膳立ての船会社はおそらく極  

く少数であると思う。そこで筆者は如何なる企  

業の船会社でも，実施が可能でさらに船員の健  

康管理はかくあるべきであると考える海上労働  

を充分に考慮した極く簡単な方針，方法，手技  

について説明したい。   

ⅤⅠ船具の健康管理のあり方について  

目   

A まえがき  

B 健康管理カ【ド等について…………… 48  

C 諸検査法  

D 健康相談機関の設置について………… 65  

E 傷病頻発，常習者に対する対策……… 66  

F む す び  

B 健康管理力岬ド等について   

健康管理の機関は乗員乗船勤務環境条件を周  

知しているものに依って組織し，医学常織理論  

を中心にする業務を行なうようつとめる。   

そのためには，何等かの形式で良いと思うが  

医師か或は船舶衛生管理の専門家の指導，現場  

船舶衛生管理者のアドバイスを受けられるよう  

な方式にしたいものである。  

］．．健康管理カードの制定整備   

船員各個人別の健康管理カードの整備を完遂  

する必要がある。そこで表1～2の如きカ←ド  

を整備し，これを本社船員鍵康を管理する課に  

整備しておく。この表は表面では，職名，氏名，  

血液型，既往疾，病気，公暇等の動静を記入す  

る。なお精神衛生面からのテストを行ない，心  

身医学の立場から病気を見る。これは船内生活  

の如き環境であっても航海中に行なうことが出  

来るのが非常に有利である。特に近年問題視さ  

れている，船内の神経症や，心身症の発見や治  

療に有効である。また二次的に心理障害を起こ  

しやすい慢性疾患患者の生活指導が正しく行な  

える。   

テストの種類としては，C．M．Ⅰ．Y→G M．  

A．S．M．M．P．l．などがあるが筆者は船員に  

はCornellMedicalIndex（C．M．I．）が有利  

・A まえがき   

本題のつかみ所は船員の健康管理のあり方と  

云うことなので，これをすなわわち実施方針，  

さらにくだいてどう云うふうにやったら良いか  

と云うことであるとして述べて見ることとした  

い。健康管理と云う吉井に対する解釈について  

は，一応論理的な言葉があるが，本年度船員労  

働安全衛生月間のスロ【ガンであった“けが〃  

や“病気”のない明るい職場をっくろう。と云  

うことがもっとも言い易くこれによって船員の  

労働生産性を向上すると云うことになる。   

船員の健康管理のあり方について，極くお座  

なりに考えるなら，健康管理については，専門  

学会さえ存在する今日であるから，何もうんぬ  

んする事はなく，全般的に合理的な総てを採用  

すれば良いことになるし，船会社中でも船員労  

働を熟知し，さらに衛生管封＝こ練達されたl衷師  

又は，衛生管理者によって主管された僻康管理  

担当者の配置がある企業は，これら一般的なこ  

とならばおそらく問題なく万全の方策は考えら  

れ行なわれているヰ）のとノ瞥う。特に近代医学は  

長足の進歩をとげており，その検査技術にも目  

ざましいものがあり，然も全般的に一般化して  

いるので，疾柄予防について中門的な考慮がな  

←48－   










































